
「こんなに採れたよ」
－ 中仙西保育園のイチゴ狩り（６月27日） －



【受信に関する問い合わせ】
総務省地上デジタルテレビジョ
ン放送受信相談センター
 ☎ 0570-07-0101まで

【視聴地域に関するホームページ】
地上デジタル放送推進協会
http://www.d-pa.orgデジタル放

えて!!

※大仙市では、大曲中継局改修のため秋からの視聴開
始となります（一部地区を除く）。

県内各放送局の地上デジタル放送開始予定

 ＮＨＫ総合・教育 現 在 放 送 中

 秋田放送（ＡＢＳ） 現 在 放 送 中

 秋田テレビ（ＡＫＴ） 平成18年10月

 秋田朝日放送（ＡＡＢ） 平成18年10月

大
仙
市
で
は
秋
か
ら
受
信
が
可
能
に
な
り
ま
す

「
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
」

平成 23年７月 24日まで
アナログ放送が終了し
デジタル放送に切り替わります

　
15
年
12
月
１
日
か
ら
、
関
東
や

中
京
、
近
畿
地
方
で
地
上
デ
ジ
タ

ル
放
送
が
始
ま
り
、
一
部
地
域
で

受
信
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
仙
市
で
も
今
年
の
秋
か
ら
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
受
信
可
能
に

な
り
ま
す
。

　
現
在
の
地
上
ア
ナ
ロ
グ
放
送

は
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
移
行

す
る
た
め
23
年
７
月
24
日
ま
で
に

終
了
し
ま
す
。

　
ア
ナ
ロ
グ
放
送
終
了
後
は
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ
か

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の

チ
ュ
ー
ナ
ー
が
な
け
れ
ば
テ
レ
ビ

を
視
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

視
聴
に
必
要
な
も
の
／

①
U
H
F
ア
ン
テ
ナ

②
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の
テ

レ
ビ
、
ま
た
は
地
上
デ
ジ
タ
ル

チ
ュ
ー
ナ
ー
、
デ
ジ
タ
ル

チ
ュ
ー
ナ
ー
内
蔵
録
画
機

※
ア
ン
テ
ナ
や
視
聴
で
き
る
地
域

に
つ
い
て
は
、
総
務
省
地
上
デ

ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
ジ
ョ
ン
放
送
受

信
相
談
セ
ン
タ
ー
か
地
上
デ
ジ

タ
ル
放
送
推
進
協
会
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

地上デジタル放送
　アナログ放送から地上デジタル放送にすることにより、

テレビで番組表を見ることができたり、いつでもニュース

や天気予報などの情報が得られるなど、今までよりも高度

な放送サービスが受けられます。

　また、携帯・移動体向けのサービス（ワンセグ）により、

ワンセグ対応機種の携帯電話やパソコン、カーナビなどで

映像を受信できるため、災害時など、携帯やカーナビを緊

急時の重要な情報端末として利用することが可能です。

デジタル放送
視聴のために

※詳しくは左の記載事項をご覧ください。
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視聴者参加型番組
「双方向サービス」
　デジタル放送により双方向サー

ビスという新しい楽しみ方が増え

ます。

　テレビと電話回線を接続するこ

とで、リモコン一つでクイズ番組

に回答したり、アンケートに答え

ることが可能です。放送に参加で

きるなど、見るだけでなく利用で

きるテレビとしての活躍が期待さ

れています。

映像の乱れの起こりにくい
高画質・高音質の番組提供
　現在のアナログ放送は、映像や

音声が劣化したり高い建物などの

影響で映像の乱れが起こりやすい

のに対し、デジタル放送は映像が

乱れにくく高画質・高音質なテレ

ビが楽しめます。

　また、ハイビジョン対応のテレ

ビをお持ちの方は、高画質や高音

質な映像を今までにない臨場感と

迫力で楽しむことができます。

高画質・高音質が楽しめます

テレビが便利になります

地上 
教 

携帯・移動体向けサービス
「ワンセグ」
　デジタル放送の電波を携帯電話

やカーナビ、パソコンなどで受信

できるサービスです。

　乱れの少ない映像を受信できる

ため、外出先でも携帯電話などを

使って地上デジタル放送を楽しむ

ことができます。受信のためには、

使用している機器がワンセグに対

応している必要があります。

同一局で別番組を同時に放送
同一局の番組を自分で選択
　デジタル放送により、スポーツ

中継が時間内に終わらなかった場

合でも、放送局が２番組を同時に

放送することによりスポーツ中継

を継続して視聴したり、ニュース

を見たりと同一局で放送する番組

を選択して見ることができます。

例えば、スポーツ中継が途中で終わってし
まっても、放送局が２番組を放送すること
で同一放送局の番組を選択できます。

デジタル放送の視聴に必要
B-CAS（ビーキャス）カード
　デジタル放送を視聴するには、

対応テレビ・チューナーにB-CAS

カードの挿入が必要です。

B-CASカード／このカードがないとデジタ
ル放送が映りません。カードは対応機器を
購入すると箱の中に同梱されています。

デジタル放送
視聴のために

①放送アンテナ
　秋田県内でも一部の放送局で地
上デジタル放送を発信しています。
大仙市では、大曲中継局の改修に
より今年の秋から地上デジタル放
送を発信する予定です。
　市内の一部地区では秋田市の電
波で地上デジタル放送を受信でき
る地区もあります。

②電波
　アナログからデジタルに変更す
ることで電波を有効利用すること
ができます。

③受信アンテナ
　現在、UHFアンテナでテレビを
視聴している方はそのままで受信
できますが、VHFアンテナでテレ
ビを視聴している方は新たにUHF
アンテナの設置が必要です｡

④テレビ
　現在使っているテレビが地上デ
ジタル放送に対応していない場合
はテレビを買い替えるか、地上デ
ジタルチューナーを購入すること
でデジタル放送を視聴することが
できます。
　また、テレビがハイビジョン対
応であれば、高画質な映像を楽し
むことができます。

⑤チューナー
　地上デジタルチューナーやデジ
タルチューナー内蔵録画機を購入
することでデジタル放送を視聴す
ることができます。
　テレビが地上デジタル放送に対
応していればチューナーの購入は
必要ありません。

午
後
７
時

午
後
９
時

スポーツ中継

スポーツ中継を継続
定時の

ニュース番組
(予定通り放送)

A 放送局（同一放送局)

リモコンにはデータ放送のための
ボタンがついています。

いつでも最新情報を入手
便利な「データ放送」
　デジタル放送では、さまざまな

情報をテレビで見ることができま

す（データ放送）。データ放送では、

天気予報やニュース、スポーツの

結果などを見ることができるほ

か、スポーツ番組では各選手のプ

ロフィール、音楽番組では曲目リ

スト、料理番組ではレシピなどを

表示することができます。
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1

2

3

4

商
店
街
環
境
整
備

事
業
費
補
助
金

　
商
店
街
の
振
興
を
図
る
補
助
制

度
で
す
。
商
店
街
団
体
等
（
店
舗

数
が
10
店
舗
以
上
の
商
店
街
振
興

組
合
や
街
路
灯
を
管
理
す
る
任
意

団
体
等
）
が
設
置
管
理
し
て
い
る

既
存
照
明
設
備（
街
路
灯
）更
新
や

補
修
、
電
気
料
経
費
を
一
部
補
助

し
ま
す
。

◆
補
助
金
額
／

【
照
明
設
備
の
補
修
費
】

更
新
＝
補
助
対
象
経
費
の
２
分

の
１
以
内
で
限
度
額
20
万
円

修
繕
＝
補
助
対
象
経
費
の
２
分

の
１
以
内
で
限
度
額
10
万
円

（
一
基
あ
た
り
２
万
円
未
満
の

修
繕
は
該
当
し
ま
せ
ん
）

【
照
明
設
備
の
維
持
費
】

補
助
対
象
経
費
の
２
分
の
１
以

内
で
限
度
額
10
万
円

◆
申
請
方
法
／
補
助
金
等
交
付
申

請
書
に
、計
画
書
と
維
持
管
理
し

て
い
る
こ
と
を
証
す
る
書
類
を

添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

商
店
街
等
新
規
開
店
等

支
援
制
度
助
成
金

　
商
店
街
の
空
き
店
舗
の
再
利
用

を
促
し
、
活
性
化
を
図
る
た
め
の

制
度
で
す
。
商
店
街
団
体
や
新
規

開
店
す
る
方
に
対
し
助
成
し
ま
す
。

◆
補
助
額
／

【
新
規
開
店
者
】
補
助
対
象
経
費

（
店
舗
賃
借
料
、
店
舗
の
新
築
・

改
装
・
設
備
費
）
の
３
分
の
１

以
内
で
１
０
０
万
円
限
度

【
商
店
街
団
体
等
】
補
助
対
象
経

費
の
３
分
の
１
以
内
で
限
度
額

10
万
円

◆
申
請
方
法
／
事
前
に
当
該
補
助

事
業
の
対
象
と
な
る
区
域
の
指

定
が
必
要
で
す
。
補
助
金
等
交

付
申
請
書
に
計
画
書
と
対
象
事

業
経
費
の
内
容
を
証
明
す
る
書

類
を
添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

地
域
商
店
等
活
性
化
支
援

事
業
費
補
助
金

　
市
の
中
心
市
街
地
以
外
の
商
店

の
活
性
化
事
業
の
補
助
制
度
で

す
。
30
店
舗
以
上
の
地
域
商
店
で

構
成
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ
等
（
既
存

の
商
店
街
単
独
で
の
事
業
ま
た
は

同
業
種
の
み
の
グ
ル
ー
プ
等
は
除

き
ま
す
）
が
対
象
で
、
次
の
よ
う

な
事
業
が
該
当
に
な
り
ま
す
。

◆
該
当
事
業
／

①
地
域
商
店
等
の
活
性
化
の
た
め

の
イ
ベ
ン
ト

②
地
域
通
貨
等
の
発
行

③
定
期
市
の
開
催

④
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
等

◆
補
助
金
額
／
対
象
経
費
２
分
の

１
以
内
で
、
限
度
額
１
５
０
万
円

◆
申
請
方
法
／
事
前
に
補
助
事
業

計
画
書
、
グ
ル
ー
プ
構
成
員
名

簿
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
申
込
受
付
期
限
／
９
月
29
日（
土
）

雇
用
助
成
金

　
若
年
層
の
地
域
定
住
を
促
進
し
、

雇
用
促
進
を
図
る
制
度
で
す
。

◆
対
象
／

【
事
業
所
】

①
市
の
誘
致
企
業
か
中
小
企
業
者

商

工

観

光

課

商
業
振
興

各
種
事
業

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

☎
０
１
８
７(

63)

１
１
１
１
内
線
２
４
９
・
２
５
０
ま
で

みんなで引っ張る
大仙の元気！

②
商
法
お
よ
び
有
限
会
社
法
に
規

定
す
る
会
社
や
個
人
事
業
者
等

③
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
こ
と

④
新
規
雇
用
前
６
カ
月
に
、
会
社

の
都
合
に
よ
る
離
職
者
が
い
な

い
こ
と

【
新
規
に
雇
用
さ
れ
た
人
】

①
45
歳
未
満
で
、
雇
用
日
か
ら
１

年
以
上
市
に
居
住
し
て
い
る

②
常
用
的
雇
用
で
、
雇
用
さ
れ
た

日
か
ら
１
年
以
上
当
該
会
社
に

勤
務
し
て
い
る
こ
と

◆
補
助
金
額
／
45
歳
未
満
の
新
規

雇
用
者
に
つ
い
て
１
人
当
た
り

15
万
円
、
新
規
雇
用
者
が
学
校

等
の
新
卒
者
で
あ
る
場
合
１
人

当
た
り
30
万
円

◆
申
請
方
法
／
新
規
採
用
か
ら
１

年
経
過
後
、
２
カ
月
以
内
に
申

請
し
て
く
だ
さ
い
。
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地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

高
齢
者
の
方
が
要
介
護
状
態
に
な

ら
な
い
よ
う
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
大
き
な

事
業
が
「
介
護
予
防
事
業
」「
包
括

的
支
援
事
業
」「
任
意
事
業
」
の
３

つ
で
す
。

　
ま
た
、
来
年
度
か
ら
「
新
予
防

給
付
事
業
」
を
行
う
予
定
で
す
。

こ
の
事
業
は
一
人
一
人
に
対
し
て

個
別
の
介
護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
を

作
成
し
、
要
介
護
状
態
に
な
る
こ

と
を
防
ぐ
た
め
の
事
業
で
す
。
事

業
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
の
広

報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

介
護
予
防
事
業

　
高
齢
者
の
方
が
、
要
介
護
・
要
支

援
状
態
に
な
る
こ
と
を
予
防
し
、

要
介
護
状
態
と
な
っ
た
場
合
で
も

可
能
な
限
り
、
地
域
で
自
立
し
た

日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
支
援
す
る
事
業
で
す
。

　
手
や
足
な
ど
の
運
動
機
能
向
上

や
栄
養
改
善
な
ど
の
指
導
の
ほ
か
、

閉
じ
こ
も
り
予
防
な
ど
心
の
問
題

に
つ
い
て
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

包
括
的
支
援
事
業

　
介
護
予
防
事
業
の
支
援
や
各
種

相
談
、
適
切
な
保
健
・
医
療
・
福

祉
サ
ー
ビ
ス
制
度
利
用
支
援
。
成

年
後
見
制
度
利
用
な
ど
高
齢
者
の

権
利
擁
護
の
た
め
に
必
要
な
支
援

な
ど
の
支
援
を
行
う
事
業
で
す
。

　
ま
た
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に

対
す
る
指
導
支
援
を
行
い
、
よ
り

良
い
サ
ー
ビ
ス
や
地
域
福
祉
の
向

上
を
目
指
し
ま
す
。

任
意
事
業

　
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
た

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、
介
護
保

険
事
業
の
運
営
安
定
化
を
図
り
な

が
ら
、
介
護
し
て
い
る
方
々
に
対

し
て
、
支
援
を
行
う
事
業
で
す
。

　
介
護
を
し
て
い
る
方
の
た
め
の

講
習
会
や
交
流
会
な
ど
を
行
い
、

実
情
に
応
じ
た
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
む
高
齢
化
社
会
。
高
齢
者

　
　
　
の
方
が
地
域
で
安
心
し
て

生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
介
護
や

福
祉
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
解

決
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
高

齢
者
の
方
々
の
心
と
体
の
健
康
、

生
活
の
安
定
に
適
切
な
支
援
を
行

う
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
福
祉
行

政
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
す
。

　
市
で
は
、
こ
れ
ら
の
問
題
に
応

え
て
行
く
た
め
、
神
岡
地
域
の
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
「
愛
幸
園
」

内
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
ま
し
た
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
持
つ

主
な
機
能

地域包括支援センター
【問い合わせ】

　包括支援センター☎ 0187-87-1650

目指すは福祉の
「ワンストップサービス」

は
、
高
齢
者
の
方
々
に
対
す
る
相

談
や
権
利
擁
護
、
介
護
保
険
、
高

齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
提
供
を
行
い
、
介
護
福

祉
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を

目
指
す
施
設
で
す
。

　
セ
ン
タ
ー
に
は
保
健
師
、
社
会

福
祉
士
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
が
所
属
し
て
お
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
に
専
門
的
な
ア
ド
バ

イ
ス
が
可
能
で
す
。
介
護
に
つ
い

て
の
お
悩
み
の
方
、
相
談
が
あ
る

方
は
、
電
話
や
窓
口
、
自
宅
へ
の

出
張
相
談
も
で
き
ま
す
の
で
、
一

人
で
悩
ま
ず
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

進
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だ
け

屋
内
多
目
的
施
設
「
嶽
ド
ー
ム
」

愛
称
決
定
、
オ
ー
プ
ン
は
12
月
か
ら

　
神
岡
中
央
公

園
に
建
設
中
の

屋
内
多
目
的
施

設
の
愛
称
を
募

集
し
た
と
こ
ろ
、

神
岡
地
域
の
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る

嶽
山
の
「
嶽
」

と
、
か
ま
ぼ
こ

状
の
屋
根
の
形

状
か
ら
連
想
さ

男
女
共
同
参
画
「
出
前
講
座
」

お
気
軽
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い

畜
産
共
進
会
・
畜
産
ま
つ
り

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
盛
り
だ
く
さ
ん

　
第
１
回
大
仙
・

仙
北
・
美
郷
畜
産

共
進
会
を
開
催
し

ま
す
。
初
日
は

「
畜
産
共
進
会
」

（
出
品
さ
れ
た
家

畜
の
品
評
会
）。

ふ
る
さ
と
西
仙
ま
つ
り

記
念
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
せ
ん
か

　
ふ
る
さ
と

西
仙
ま
つ
り

で
「
記
念
花

火
」
を
打
ち
上

げ
て
く
れ
る

方
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
結

婚
・
出
産
・
祝

い
事
な
ど
の

記
念
に
花
火

ま
つ
り
で
は
花
火
の
ほ
か
、
灯

ろ
う
流
し
も
行
い
ま
す
。

②
氏
名
③
電
話
番
号
④
口
数
⑤
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
記
入
し
、
料
金
を
添
え
て
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

◆
申
込
受
付
期
限
／
７
月
21
日（
金
）

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

ふ
る
さ
と
西
仙
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務

局（
西
仙
北
総
合
支
所
地
域
振
興
課
内
）

☎
０
１
８
７（
75
）２
９
６
１
ま
で

を
打
ち
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆
日
時
／
８
月
15
日（
火
）午
後
８
時
30
分
〜

◆
会
場
／
雄
物
川
河
川
敷
（
刈
和
野
地
区
）

◆
料
金
／
一
口
５
０
０
０
円
（
４
号
玉
１
発
）

◆
申
し
込
み
方
法
／
ふ
る
さ
と
西
仙
ま
つ
り

事
務
局
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
に
①
住
所

　
２
日
目
は
仙
北
和
牛
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
や

地
域
特
産
品
の
販
売
の
ほ
か
、
乳
し
ぼ
り
や

ポ
ニ
ー
ふ
れ
あ
い
体
験
な
ど
が
で
き
る
「
畜

産
ま
つ
り
」
を
行
い
ま
す
。
家
族
で
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
日
時
／
【
畜
産
共
進
会
】
７
月
29
日（
土
）

午
前
７
時
〜
午
後
２
時
【
畜
産
ま
つ
り
】

７
月
30
日（
日
）午
前
９
時
〜
午
後
２
時

◆
会
場
／
大
曲
畜
産
市
場（
大
曲
地
域
・
国

道
１
０
５
号
線
沿
い
）

【
問
い
合
わ
せ
】

大
仙
・
仙
北
・
美
郷
畜
産
共
進
会
運
営
協
議
会

☎
０
１
８
７（
62
）０
２
０
７
ま
で

　
市
で
は
、
希
望
に
よ
り
男
女
共
同
参
画
を

考
え
る
た
め
の
講
座
を
出
前
し
、男
女
共
同
参

画
に
関
す
る
疑
問
な
ど
に
お
答
え
し
て
い
ま

す
。
土
・
日
曜
日
の
開
催
も
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
対
象
／
市
内
に
在
住
、
在
勤
す
る
、
お
お
む

たくさんの応募の中から決
まった愛称「嶽ドーム」。

ね
10
人
以
上
の
団
体
ま
た
は
グ
ル
ー
プ

◆
開
催
時
間
・
会
場
／
午
前
９
時
か
ら
午
後

６
時
ま
で
の
２
時
間
以
内
で
市
内
の
会
場

◆
開
催
費
用
／
講
師
料
は
無
料（
会
場
等
は

申
込
者
で
準
備
願
い
ま
す
）

◆
申
し
込
み
先
／
男
女
共
同
参
画
室
ま
た
は

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

◆
申
込
受
付
期
限
／
希
望
日
の
約
１
カ
月
前

※
講
師
等
の
都
合
に
よ
り
希
望
の
日
程
に
添

え
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

男
女
共
同
参
画
室
☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
２
９
７
ま
で

れ
る
「
ド
ー
ム
」
を
組
み
合
わ
せ
た
「
嶽
ド
ー

ム
」
に
決
定
し
ま
し
た
。

　
採
用
さ
れ
た
の
は
、
佐
野
智
佳
子
さ
ん

（
大
曲
地
域
）と
佐
藤
鉄
平
さ
ん（
太
田
地
域
）

の
応
募
作
品
で
す
。

　
施
設
は
12
月
オ
ー
プ
ン
予
定
で
す
の
で
、

み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

神
岡
総
合
支
所
建
設
課

☎
０
１
８
７（
72
）４
６
０
９
ま
で

掲載記事のおわび
　７月１日号の29ページ、行事予定中
の「協和七夕花火」の日程が間違って
いました。ご迷惑をおかけしたことを
おわび申し上げます。

市役所からの
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児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
を

受
給
し
て
い
る
方
は
、
忘
れ
ず
に
「
現
況
届
」

「
所
得
状
況
届
」
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
受
給
資
格
者
台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方

に
は
、
提
出
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容
を
後

日
連
絡
し
ま
す
。

◆
受
け
付
け
開
始
／
８
月

◆
会
場
／
各
総
合
支
所
市
民
課
、児
童
家
庭
課

【
問
い
合
わ
せ
】

各
総
合
支
所
市
民
課

児
童
家
庭
課
☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
１
７
５
ま
で

　
伊
藤
良
子
先
生
を
講
師
に
迎
え
て
、
ゆ
か

た
着
付
け
教
室
を
行
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
／
８
月
１
日（
火
）・
８
日（
火
）午
後

７
時
〜
８
時
30
分

◆
会
場
／
女
性
セ
ン
タ
ー

◆
定
員
／
20
人

◆
参
加
費
／
無
料

◆
申
込
受
付
期
限
／
７
月
26
日（
水
）

◆
持
参
す
る
も
の
／
浴
衣
、半
は
ば
帯
、帯
板
、

伊
達
締
め
、
ひ
も
２
〜
３
本
、
タ
オ
ル
２
枚

【
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
】

女
性
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
８
７（
62
）１
７
１
３
ま
で

　
都
市
計
画
は
住
民
の
み
な
さ
ん
に
影
響
を

与
え
る
た
め
、
決
定
前
に
案
を
公
表
し
、
閲

覧（
縦
覧
）す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
都
市
計
画
の
内
容
は
、
左
図
の
地

区
計
画
の
決
定
と
用
途
地
域
・
準
防
火
地

域
・
公
園
の
変
更
に
つ
い
て
で
す
。

　
縦
覧
期
間
終
了
ま
で
に
市
長
へ
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
期
間
／
７
月
18
日（
火
）か
ら
31
日（
月
）ま

で
の
平
日

◆
時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

◆
会
場
／
大
曲
南
庁
舎
２
階
都
市
計
画
課

【
問
い
合
わ
せ
】

都
市
計
画
課
計
画
班

☎
０
１
８
７（
66
）４
９
０
８
ま
で

大
曲
都
市
計
画
の
決
定
・
変
更(

案)
縦
覧
と
意
見
書
の
提
出
が
で
き
ま
す

簡
単
ゆ
か
た
着
付
け
教
室

つ
や
や
か
に
着
て
み
ま
せ
ん
か

（
特
別
）児
童
扶
養
手
当
現
況
届

提
出
を
忘
れ
ず
に

「
ガ
ラ
ス
の
う
さ
ぎ
」

非
核
平
和
映
写
会

　
作
者
の
高
木
敏
子
さ
ん
が
戦
争
で
両
親
と

二
人
の
妹
を
亡
く
し
た
体
験
を
書
い
た
「
ガ

ラ
ス
の
う
さ
ぎ
」
が
17
年
に
映
画
化
さ
れ
ま

し
た
。
平
和
へ
の
願
い
が
込
め
ら
れ
た
こ
の

映
画
を
見
て
、
平
和
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

　
観
賞
に
は
入
場
券
が
必
要
で
す
。
入
場
券

は
、
次
の
場
所
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

◆
日
時
／
８
月
20
日（
日
）午
前
10
時
開
演

◆
会
場
／
大
曲
市
民
会
館

◆
入
場
料
／
無
料（
入
場
券
が
必
要
で
す
）

◆
入
場
券
配
布
場
所
／
総
合
政
策
課
、
市
民

課
、
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
大
曲
市

民
会
館
、
中
仙
市
民
会
館（
ド
ン
パ
ル
）、

協
和
市
民
セ
ン
タ
ー（
和
ピ
ア
）、
大
曲
図

書
館
、
大
曲
地
域
の
各
公
民
館
、
サ
ン
ク

エ
ス
ト
大
曲

【
問
い
合
わ
せ
】

総
合
政
策
課
☎
０
１
８
７（
63
）１
１
１
１

内
線
２
２
９
ま
で

涙を流し、必死に書いたというこの作品に
は、二度と戦争を起こしてはいけないとい
う平和への強い願いが込められています。

長編アニメーション映画

ガラスのうさぎ

7



1010

　
大
仙
市
が
誕
生
し
て
１
年
３
カ
月
が
経
過
し

ま
し
た
。
各
地
域
特
性
を
生
か
し
市
民
と
行
政

の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
、
地
域
自
治
組
織
と
し
て
「
地

域
自
治
区
」
を
設
け
ま
し
た
。

　
新
し
い
地
域
自
治
組
織
で
あ
る
地
域
自
治
区
等

を
設
置
し
た
ま
ち
は
全
国
で
57
自
治
体
と
少
な

く
、中
で
も
当
市
の
よ
う
に
区
長
等
の
特
別
職
を

設
置
し
な
い
地
域
自
治
区
を
選
択
し
た
自
治
体
は

全
国
で
わ
ず
か
17
に
と
ど
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
全
国
で
は
少
数
派
に
分
類
さ
れ
ま
す
が
、
住

民
自
ら
の
手
で
行
わ
れ
る
地
方
自
治
が
本
来
の

在
る
べ
き
姿
で
あ
り
、
そ
の
中
核
を
な
す
地
域

協
議
会
制
度
の
在
り
方
を
考
え
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
研
修
会
で
は
、
地
方
自
治
論
が
専
門
で
国
の

地
方
分
権
推
進
委
員
会
「
く
ら
し
づ
く
り
部

会
」
の
会
長
を
務
め
、
昨
年
７
月
の
大
仙
市
誕

生
記
念
式
典
で
も
講
演
い
た
だ
い
た
大
森
さ
ん

に
、「
地
域
自
治
の
新
た
な
可
能
性
」
と
題
し
て

基
調
講
演
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

協 
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
６
月
25
日
、「
市
民
と
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
推
進
す
る
た
め

の
研
修
会
が
中
仙
市
民
会
館（
ド
ン
パ
ル
）で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
内
８
地
域
に
設
置
さ
れ
て
い
る
地
域
協
議
会
の
委
員
な
ど
約

２
５
０
人
が
参
加
し
、
東
大
名
誉
教
授
の
大
森
彌
さ
ん
の
基
調
講

演
、
県
内
の
事
例
発
表
な
ど
を
通
し
地
域
自
治
区
、
地
域
協
議
会
制

度
の
在
り
方
な
ど
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　「
従
来
型
の
集
権
集
中
型
の
自
治
体
を
選
択
す

る
ま
ち
が
多
い
中
、
大
仙
市
は
新
し
い
タ
イ
プ

の
地
域
自
治
区
を
設
置
す
る
方
法
を
選
択
し
ま

し
た
。
新
た
な
自
治
体
像
を
目
指
し
て
い
る
と

こ
ろ
は
、
少
数
派
ゆ
え
に
前
例
も
少
な
く
難
儀

を
す
る
だ
ろ
う
が
地
域
自
治
を
強
化
で
き
る
と

確
信
し
て
い
ま
す
」
と
し
た
上
で
、「
話
し
合
い

だ
け
で
は
地
域
自
治
は
進
ま
ず
、
ま
ち
づ
く
り

の
企
画
、
立
案
か
ら
実
行
ま
で
住
民
が
か
か
わ

る
こ
と
が
大
切
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
総
合
支
所
の
役
割
に
つ
い
て
も
「
出

先
機
関
と
し
て
で
は
な
く
、
地
域
住
民
と
意
見

を
出
し
合
い
議
論
し
な
が
ら
事
業
を
進
め
る
な

ど
、
住
民
と
の
か
か
わ
り
が
大
切
」
と
そ
の
役

割
の
大
切
さ
を
強
調
し
ま
し
た
。

　
講
演
に
続
い
て
、
県
南
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
理

事
の
高
橋
さ
ん
が
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
地
域
づ
く
り
」、

由
利
本
荘
市
亀
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長
の
阿
部
さ
ん
が
「
住
民
自
治
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
〜
自
分
た
ち
の
で
き
る
こ
と
は
自
分

た
ち
の
手
で
〜
」
を
テ
ー
マ
に
事
例
発
表
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
研
修
会
の
最
後
で
は
、
３
つ
の
分
科
会
に
別

れ
、
地
域
協
議
会
の
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組

み
や
今
年
度
新
設
さ
れ
た
「
地
域
枠
予
算
」
な

ど
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

地
方
自
治
の
在
る
べ
き
姿
を
目
指
し
て

新
し
い
地
域
自
治
を
目
指
す

大
仙
市
に
エ
ー
ル
を
送
る

基調講演
「地域自治の新たな可能性」

わたる

大　森　　彌
東京大学名誉教授

高  城  貴  子
県南NPOセンター理事

阿  部  一  雄
由利本荘市亀田地区
コミュニティ推進協議会会長

◆  事　例　発　表  ◆

大
仙
市
地
域
協
議
会
委
員
研
修
会

地域協議会委員など約250 人が参加した
研修会（写真上）と３分科会に分かれて行
われた意見交換会の様子（写真左下）。
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次々に打ち上げられる花火に、
会場を訪れた方々から大きな歓
声が上がりました。

　７月１日、JR大曲駅前の花火

通り商店街による「七夕花火」

が、丸子川河畔を会場に行われ

ました。

　会場には約 1 , 5 0 0 個のミニ

キャンドルが灯され、天の川を

思わせるような幻想的な雰囲気

を演出。花火は大曲太鼓道場の演

奏後に打ち上げられ、大曲地域の

幼稚園、保育園の園長が子どもた

ちに贈ったメッセージ花火や、花

火解説しながらのレクチャー花火

などが夜空をいろどりました。

　また、当日は園児が飾り付け

た七夕飾りが商店街に設置され、

商店街を訪れた人たちを楽しま

せました。

　７月１日、全国花火競技大会について女性の視点で考える「花火フォーラム」が、市内の花火好きの女性たち

でつくる市民グループ「花火ときめきチーム」（久米川ミヤ代表）により行われました。会場となった花火通り商

店街の花火庵には約50人の方々が訪れ、花火について話し合いました。
みず ほ

　フォーラムでは、市内の女性花火師である久米川湖穂さん（神岡地域）の基調講演、花火講座、意見交換会を実

施。トイレ不足の解消や観光客にもっと親切な大会にすることなどを課題として挙げ、郷土が誇る日本一の「大

曲の花火」について女性の視点から考えを話し合いました。

　同チームでは、大曲・仙北地域の女性2,000人を対象に大曲の花火に対するアンケートを実施しており、その

調査結果や今回集約した意見などを踏まえて観光客向けのマップを作製する予定です。

花火師の久米川湖穂さんによる基調講演では、「よい花火とは観客と
花火師との相乗効果によって成り立つ」と話しました。

女性の感性で考える「花火フォーラム」
みんなに親切で優しい大会運営を

花火通り商店街「七夕花火」

花火に願いを
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　６月28日、大曲地域の花館地区民生児童委員協

議会による「はなだて広場」の今年度最初の事業

が行われ、国際ボンディング協会認定で県内第１

号の認定者である宮川貴子さん（横手市）を招き、

14人の子どもたちとその保護者がベビーボンディ

ングケアマッサージを体験しました。

　ボンディングケアマッサージは、赤ちゃんのこ

ろ一番早く発達する感覚器官である皮膚のスキン

シップをとおして互いの信頼を育てたり、赤ちゃ

んの皮膚を強くし身体を鍛え成長を促します。

　宮川さんは、「皮膚は第２の脳と言われ、皮膚か

らの刺激が心と体を安定させて成長させます。ま

た、子どもを抱くだけでなくさわることで、親子

のきずなづくりに有効です」とボンディングの大

切さを話しました。

　同協議会では、昨年から子育て中の方々の親睦

や交流を図る目的で事業を進めています。今年度

は年４回の事業を計画していますので、興味のあ

る方は花館公民館（☎0187-62-3012）までお問い
合わせください。

写真上／会場となった花
館公民館には14人の子ど
もと保護者が来場。
写真右／参加した方々は、
宮川さんの話しを聴きな
がら、子どもと一緒にボ
ンディングケアマッサー
ジを楽しみました。

写真左／参加した方々は大きな声を上げな
がら、ボールの行方に一喜一憂しました。

　６月28日、大曲市民体育館を会場に第１

回大仙市シルバーバレーボール大会が行わ

れ、市内各地域から15チーム・170人の方々

が参加しました。

　シルバーバレーボールは８人制で、本来の

６人制バレーボールよりも一回り小さいコー

ト、ボールも柔らかいビニール製のものを使

用して行います。

　参加した方々は若々しい動きで、日ごろの

練習成果を発揮していました。なお、男女と

もに上位チームが大仙市代表として県大会に

出場します。

　結果は次のとおりです。

【男子】▼１位＝仙北A▼２位＝サン▼３位

＝四ツ屋クラブ【女子】▼１位＝清水バレー

▼２位＝仙北Ｂ▼３位＝大曲サンレディース

女子の部１位の清水バレーチーム。

男子の部１位の仙北Aチーム。

第１回市シルバーバレーボール大会
若々しい動きで、はつらつプレー

はなだて広場でベビーボンディング
子どもと楽しくスキンシップ
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「テニスのときは特に仲良し」
進藤（写真左）、小山ペア。

藤谷講師による実演。参加した方々
は熱心に見入っていました。

　６月28日、中仙市民会館ドンパルを会

場に「高齢者講座」が行われ、地域の高

齢者の方々約110人が参加しました。

　講師の少林寺拳法秋田大曲支部長・藤

谷弘志さんは「安全パトロールは自発的

な気持ちがなければ継続できない。続け

るために、子どもたちの安全と自分の健

康維持を目的にしては」と話しました。

　その後、不審者に腕をつかまれた時に

力を入れずに振り払う方法など、危険回

避の対処法が実演され、参加者は体を動

かしながら実際に技を試しました。

　６月４日、大館市で行われた全日本小学生ソフトテニス選手

権大会秋田県予選で、仙北ソフトテニススポーツ少年団（伊藤清

幸監督）の池田智樹さん・滝壱成さん（高梨小６年）ペアが３位、

大曲ジュニアソフトテニスクラブ（高野幸喜監督）の進藤遥さん・

小山紗季さん（大曲小６年）ペアが４位に入賞しました。

　４人は県の代表として、７月27日から30日までに高知県で

行われる「第23回全日本小学生ソフトテニス選手権大会」に

出場する予定です。

ジュニアソフトテニス
県代表として全国大会出場決定

写真右／舟は子ど
もたちの手で、川
に運ばれます。
写真左／優雅に流
れ行く鹿島船。

　６月27日、初夏の伝統行事「鹿島流し」が

大曲小学校（中村和樹校長・児童数957人）の

３年生の児童を中心に行われました。

　「鹿島流し」は、ワラで作った武者人形に願
あし

いをこめて、葦で編んだ舟にのせて川に流す

祭事。今年は３隻の鹿島舟が流されました。

　舟が川に浮かぶと、見学に訪れた観衆から

は大きな拍手と歓声が上がり、子どもたちも

大きな声で「鹿島音頭」を歌って見送りまし

た。舟はみんなの願いをのせ、水面に優雅な

姿を映しながら、ゆっくりと川を下っていき

ました。

大曲小学校「鹿島流し」

願いを乗せた舟、優雅に川を下る

中仙公民館「高齢者講座」

自分の身は自分で守ろう

「ねばり強いテニスが持ち味」
池田（写真左）、滝ペア。
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あて先はこちらまで
（住所不要）

あ じ さ い

雨に咲く「紫陽花」
　梅雨に入り、しっとり

した雨が降り続く日々が

続いています。その雨の

中、かわいらしい姿を見

せる紫陽花。

　その姿を見ていると、

夏の足音がそこまで近づ

いてきているような気が

します。

 

５
月
16
日
号
に
寄
せ
ら
れ
た
お
手
紙
か
ら

　
　
ぎ
な
た
大
会
で
、
秋
田
県
チ
ー
ム
が
健

　
　
闘
む
な
し
く
敗
れ
て
し
ま
い
残
念
で

す
。
そ
れ
に
し
て
も
す
べ
て
の
部
門
で
兵
庫

県
が
優
勝
と
は
驚
き
で
す
。
本
番
の
わ
か
杉

国
体
で
は
、
ぜ
ひ
と
も
秋
田
県
チ
ー
ム
に
頑

張
っ
て
も
ら
い
、
好
成
績
を
出
し
て
ほ
し
い

も
の
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
38
歳
男
性
）

　
　
ぎ
な
た
競
技
の
特
集
で
す
が
、
来
年
の

　
　
わ
か
杉
国
体
に
向
け
て
、
気
分
が
高
揚

し
て
く
る
よ
う
で
良
か
っ
た
で
す
。
私
も
微

力
な
が
ら
、
何
か
で
協
力
し
て
大
会
を
盛
り

上
げ
て
み
た
い
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
47
歳
女
性
）

　
　
月
楽
し
み
に
読
ん
で
い
ま
す
。「
な
ぎ

り
ん

　
　
な
た
大
会
」
の
選
手
の
凛
と
し
た
姿
が

大
変
美
し
い
で
す
ね
。
真
剣
な
表
情
か
ら
気

迫
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
一
度
見
て
み
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

（
仙
北
地
域
・
65
歳
女
性
）

　
　
回
初
め
て
な
ぎ
な
た
大
会
を
見
に
行
き

　
　
ま
し
た
。
国
体
の
時
も
ぜ
ひ
応
援
に
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
協
和
地
域
・
65
歳
男
性
）

　
　
頭
の
な
ぎ
な
た
大
会
の
特
集
が
良
か
っ

　
　
た
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
14
歳
女
性
）

　
　
月
１
日
号
の
広
報
と
一
緒
に
配
布
さ
れ

　
　
た
「
だ
い
せ
ん
国
体N

E
W
S

」
を
読
み

「
な
ぎ
な
た
」
を
良
く
理
解
で
き
ま
し
た
。
ま

た
広
報
の
表
紙
で
す
が
、
凛
と
し
た
選
手
の

雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
す
ば
ら
し
い
で
す
。

（
協
和
地
域
・
79
歳
男
性
）

【
広
報
担
当
】

　
な
ぎ
な
た
大
会
に
つ
い
て
、
み
な
さ
ん
か

ら
た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
残
念
な
が
ら
秋
田
県
代
表
は
演
技
・
試

合
競
技
と
も
に
熊
本
県
代
表
に
敗
れ
、
ベ
ス

ト
16
に
留
ま
り
ま
し
た
が
、
わ
か
杉
国
体
で

は
よ
り
上
位
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く
れ
る

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
８
月
９
日
か
ら
12
日
ま
で
は
ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
、
19
日
・
20
日
に
は
ロ
ー
ド
レ
ー

ス
の
大
会
も
行
わ
れ
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
こ
ち

ら
の
応
援
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
容
が
と
て
も
興
味
深
か
っ
た
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
25
歳
女
性
）

　
　
が
集
ま
れ
ば
ご
み
が
集
ま
る
。
山
の
中

　
　
で
ワ
ラ
ビ
を
採
っ
て
き
た
の
で
す
が
、

缶
や
ビ
ン
の
ポ
イ
捨
て
が
多
く
び
っ
く
り
し

ま
し
た
。
な
ん
と
悲
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。

自
分
の
子
ど
も
た
ち
が
ま
だ
学
校
に
通
っ
て

い
た
こ
ろ
は
、
ビ
ン
や
プ
ル
タ
ブ
の
回
収
な

ど
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
が
大

き
な
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

（
西
仙
北
地
域
・
54
歳
女
性
）

　
　
南
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

　
　
よ
う
と
思
い
、
ラ
リ
ー
ブ
ッ
ク
を
購
入

し
ま
し
た
。
近
く
て
も
行
っ
た
こ
と
が
な
い

施
設
が
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
に
な
っ
て
い
た

の
で
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
行
っ
て
み
た
い
で

す
。

（
南
外
地
域
・
39
歳
女
性
）

　
　
仙
市
に
引
っ
越
し
て
１
年
３
カ
月
。
と

　
　
て
も
心
の
優
し
い
方
が
多
く
、
一
歩
外

に
出
た
だ
け
で
感
激
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
車
の
運
転
マ
ナ
ー
も
良
く
、
と
て
も
住

み
や
す
い
土
地
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
転
勤

が
多
い
た
め
長
く
は
居
ら
れ
ま
せ
ん
が
、
大

仙
市
は
一
生
の
思
い
出
の
地
に
な
り
そ
う
で

す
。

（
大
曲
地
域
・
44
歳
女
性
）

　
　
活
す
る
上
で
切
り
離
す
こ
と
の
で
き
な

　
　
い
「
ご
み
処
理
」。
暮
ら
し
が
楽
に
な
っ

た
分
、
そ
の
し
わ
寄
せ
が
出
て
き
て
い
る
こ

と
が
残
念
で
す
。（

神
岡
地
域
・
59
歳
女
性
）

　
　
び
の
び
ラ
ン
ド
の
記
事
中
に
あ
っ
た

　
　
　「
人
が
集
ま
れ
ば
人
が
元
気
」
と
い
う

言
葉
。
本
当
に
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま

す
。
今
度
花
火
通
り
商
店
街
に
行
っ
た
ら
ぜ

ひ
立
ち
寄
っ
て
み
た
い
で
す

。
ス
タ
ッ
フ

の
み
な
さ
ん
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

（
協
和
地
域
・
64
歳
女
性
）

な

６

県大の

巻

人

生

な毎今

内

 

６
月 

16
日
号
に
寄
せ
ら
れ
た
お
手
紙
か
ら
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園
児
た
ち
も

大
好
き
な
献
立
の

一
つ
な
ん
で
す
。

夏
野
菜
で

元
気
モ
リ
モ
リ
。

厚
揚
げ
の

　
　
　
炒
め
煮

recipe.i 1616
中仙地域仙地域

　
　
便
物
の
中
に
大
仙
市
の
封
筒
が
あ
っ
た

　
　
の
で
「
今
度
は
何
？
」
と
身
構
え
て
し

ま
い
ま
し
た（
ち
な
み
に
前
回
は
献
血
の
お
願

い
）。
し
か
し
、
良
く
見
て
み
る
と
「
秘
書
広

報
課
」
と
書
か
れ
た
青
い
封
筒
。
も
し
や
と

思
い
開
け
て
み
た
ら
図
書
カ
ー
ド
で
し
た
。

今
度
本
を
買
う
際
に
利
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

（
太
田
地
域
・
56
歳
女
性
）

　
　
・
市
民
税
が
上
が
り
家
計
の
負
担
が
重

　
　
く
な
り
大
変
で
す
。
そ
ん
な
時
に
市
役

所
の
ミ
ス
が
続
き
、
市
民
と
し
て
は
「
何
を

や
っ
て
い
る
の
か
」
と
い
う
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
で
は
合
併
し
た
意
味
が
あ
り
ま

せ
ん
。
も
っ
と
し
っ
か
り
し
て
く
だ
さ
い
。

（
大
曲
地
域
・
50
歳
男
性
）

　
　
が
好
き
で
、
よ
く
夫
と
山
菜
採
り
に
行

　
　
き
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
た
び
に
不
法

投
棄
さ
れ
た
ご
み
を
目
に
し
、
怒
り
を
覚
え

ま
す
。
山
が
汚
れ
て
と
て
も
残
念
で
す
。

（
仙
北
地
域
・
58
歳
女
性
）

　
　
量
消
費
・
大
量
廃
棄
は
、
他
人
を
顧
み

　
　
ず
自
分
の
利
益
だ
け
を
追
い
続
け
る
現

代
病
の
一
つ
だ
と
思
い
ま
す
。
美
徳
が
ご
み

と
一
緒
に
埋
も
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
、
心

の
格
差
に
歯
止
め
を
か
け
た
い
も
の
で
す
。

（
大
曲
地
域
・
64
歳
男
性
）

　
　
報
ク
イ
ズ
に
よ
く
応
募
し
ま
す
が
、
今

　
　
ま
で
一
度
も
当
た
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま

せ
ん
。
今
度
こ
そ
当
た
り
ま
す
よ
う
に
！

（
南
外
地
域
・
51
歳
女
性
）

　答え、郵便番号、住所、氏名、年齢、広報誌の感想や市

への質問などをお書きの上、秘書広報課までお送りくださ

い。また、ハガキ以外でもファックス（0187-63-1119）、

Eメール（kouhou@city.daisen.akita.jp）でご応募ください。

いよいよ秋田県でも始まる「地上デジタル放送」。
大仙市ではいつごろから始まるでしょうか？

①始まっている　　②今年の秋　　③来年の冬

７ 31

山大

　
　
な
さ
ん
の
声
に
応
え
て
く
れ
る
あ
り
が

　
　
た
い
コ
ー
ナ
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
こ
の
よ
う
な
姿
勢
で
続
け
て

く
だ
さ
い
。

（
協
和
地
域
・
63
歳
男
性
）

　
　
年
も
ま
た
「
梅
雨
入
り
し
た
の
か
し
な

　
　
い
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
」
と
思
っ
て

い
た
ら
、
い
つ
の
ま
に
か
あ
っ
け
な
く
梅
雨

入
り
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
し
ば
ら
く
ジ
ト
ジ
ト
・
ジ
メ
ジ

メ
と
不
快
な
気
候
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、

気
分
だ
け
は
カ
ラ
ッ
と
い
き
た
い
も
の
で

す
。

（
中
仙
地
域
・
28
歳
女
性
）

広

郵県

み
材料（4人分）
◎厚揚げ豆腐/200g◎豚モモ薄切り/80g◎ニンジ
ン/60g◎キクラゲ/10g◎アスパラガス/200g◎ニ
ンニク/１かけ◎油、しょう油/各20g◎砂糖/10g

作り方
①キクラゲは水でもどしておく。
②ニンジンは短冊切り、厚揚げ・豚肉は２cm幅に
切る。アスパラは斜め切り、油でさっと揚げてお
く。ニンニクはみじん切り。

③ニンニクを弱火で炒め、豚肉、ニンジンを入れ、
火が通ったら厚揚げを入れ、砂糖、しょう油を混
ぜる。最後にアスパラを入れてできあがり。

（あら、かんたん）＼(^O^)／

※アスパラガスの代わりに、イ
ンゲン、ズッキーニ、ツルム
ラサキ、モロヘイヤなどの夏
野菜や、ホウレンソウ、ニラ
などどれでもOK！

今回の料理の先生は

中仙西保育園栄養士

伊 藤 京 子 さん

今
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半
世
紀
以
上
に
渡
る
成
果
が
実
を
結
ぶ

　
　
第
１
１
５
回
秋
田
犬
本
部
展
覧
会
で
名
誉
賞
を
受
賞

嵯
　
峨
　
良
　
雄 

さ
ん
（
大
曲
地
域
福
見
町
）

　
日
本
犬
と
し
て
は
大
型
で
均
整
の
と
れ
た

体
つ
き
、
つ
ぶ
ら
な
瞳
と
ピ
ン
と
立
っ
た

耳
。
性
格
は
素
朴
で
落
ち
着
き
が
あ
り
、

堂
々
と
し
た
風
格
を
漂
わ
せ
る
。

　
秋
田
マ
タ
ギ
が
使
用
し
た
狩
猟
犬
が
ル
ー

ツ
と
言
わ
れ
る
秋
田
犬
。
国
の
天
然
記
念
物

に
も
指
定
さ
れ
て
お
り
、
国
内
外
に
熱
心
な

愛
好
家
が
い
る
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
全
国
各

地
に
留
ま
ら
ず
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
や
台
湾
な
ど

海
外
で
も
数
多
く
の
展
覧
会
が
行
わ
れ
て
お

り
、
手
塩
に
か
け
て
育
て
た
犬
の
晴
れ
舞
台

と
、
多
く
の
愛
犬
家
が
参
加
し
て
い
る
。

　
特
に
、
秋
田
犬
発
祥
の
地
で
あ
る
大
館
市

で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
本
部
展
覧
会
は
そ
の

花
形
大
会
。
全
国
か
ら
「
わ
れ
こ
そ
は
」
と

い
う
犬
自
慢
が
駆
け
つ
け
、
激
し
い
戦
い
を

繰
り
広
げ
る
こ
と
で
有
名
だ
。

　
そ
の
本
部
大
会
で
「
名
誉
賞
」
に
選
ば
れ

お

た

ふ
く

た
の
が
、
嵯
峨
さ
ん
が
育
て
た
「
御
多
福
」

せ
い

か
ん

号
。
穏
や
か
な
名
前
と
は
裏
腹
に
、
精
悍
な

黒
虎
種
の
秋
田
犬
が
、
並
み
居
る
名
犬
を
退

け
て
見
事
、
最
高
の
賞
に
輝
い
た
。

　「
秋
田
犬
で
あ
る
の
に
、
近
年
は
秋
田
県
か

ら
良
い
賞
を
取
る
犬
が
少
な
か
っ
た
」
と
嵯

峨
さ
ん
は
秋
田
犬
の
現
状
を
語
る
。「
忠
犬

ハ
チ
公
」
な
ど
で
全
国
区
の
人
気
に
な
っ
て

以
来
、
優
秀
な
犬
が
ど
ん
ど
ん
県
外
に
流
出

し
、
大
会
で
入
賞
す
る
犬
は
県
外
勢
が
多
数

を
占
め
る
。「
秋
田
犬
の
大
会
で
あ
る
の
に
、

秋
田
か
ら
は
全
体
の
１
割
程
度
し
か
出
場
し

な
い
。
し
か
も
受
賞
す
る
犬
の
多
く
は
県
外

と
い
う
現
実
。
後
に
続
く
人
の
た
め
に
も
ぜ

ひ
受
賞
し
た
か
っ
た
」
と
喜
ぶ
。

　
大
会
で
は
、
審
査
対
象
と
し
て
60
以
上
の

項
目
が
あ
る
。
顔
が
整
っ
て
い
る
か
、
耳
は

ピ
ン
と
立
っ
て
い
る
か
、
歯
並
び
が
良
い
か

な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
点
が
評
価
さ
れ
、
少
し
で

も
劣
る
所
が
あ
れ
ば
厳
し
い
評
価
が
下
さ
れ

る
。
特
に
重
要
な
の
が
、
ハ
ン
ド
ラ
ー
と
呼

ば
れ
る
犬
の
手
綱
を
握
る
役
。
犬
を
良
く
見

せ
る
の
は
「
ハ
ン
ド
ラ
ー
の
腕
一
つ
」
と
言

わ
れ
る
ほ
ど
重
要
で
、
今
回
の
受
賞
は
嵯
峨

さ
ん
の
熟
練
し
た
手
綱
さ
ば
き
も
大
き
な
ポ

イ
ン
ト
と
な
っ
た
。

　
嵯
峨
さ
ん
は
半
世
紀
以
上
に
渡
っ
て
秋
田

犬
と
生
活
を
共
に
し
て
い
る
。
今
ま
で
１
６

０
頭
以
上
の
犬
を
育
て
て
お
り
、
数
々
の
大

会
で
賞
を
獲
得
し
て
き
た
。
そ
の
中
で
も
今

回
名
誉
賞
を
獲
得
し
た
御
多
福
号
は
、
嵯
峨

さ
ん
が
育
て
上
げ
て
き
た
犬
た
ち
の
血
筋
が

結
実
し
た
犬
。
そ
の
鮮
や
か
な
毛
並
み
、
青

ず
ん
だ
黒
は
一
朝
一
夕
で
出
す
こ
と
は
で
き

な
い
。「
秋
田
犬
は
生
き
物
の
芸
術
。
そ
の
美

し
い
立
ち
姿
は
大
型
犬
の
中
で
も
際
だ
っ
て

い
る
」
と
語
る
嵯
峨
さ
ん
。

ち
ん

き

　「
沈
毅
に
し
て
威
厳
あ
り
。
忠
順
に
し
て
素

朴
。
地
味
な
中
に
品
位
を
持
ち
、
感
覚
鋭
敏

き
ょ

そ

で
挙
措
に
重
厚
さ
を
備
う
」。秋
田
の
風
土
が

は
ぐ
く

生
み
、
長
い
歳
月
を
か
け
て
育
ん
で
き
た
秋

田
犬
。
嵯
峨
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
続
く
人
の
た

め
に
も
、
伝
統
あ
る
秋
田
犬
を
秋
田
か
ら
育

て
て
行
き
た
い
と
決
意
を
新
た
に
し
た
。

大
会
で
の
嵯
峨
さ
ん
と
御
多
福
号
。

■さが　よしお
大正15年５月12日生まれ、大曲地域在住。約
65年前から犬の飼育を始め、数々の大会に参
加。５月３日に大館市で開催された社団法人秋
田犬保存会(本部大館市)主催の「第115回秋田

お た ふく

犬本部展覧会」で愛犬の「御多福」号（黒虎種）
が名誉賞を受賞した。
この賞は各支部大会などで数々の賞を獲得した
犬の中で、特に優れている犬に贈られるもの。
秋田県の犬が受賞するのは数年ぶりとなる。
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県南の産業を学ぶ
あきた県南産業観光ツアー
　豆腐、稲庭うどん、日本酒の製

造工場を見学します。

　小中学生の参加は保護者の同意

が必要です。

◆日時／８月１日（火）午前９時

30分～午後３時30分

◆定員／20人

◆参加費／小中学生1,000円、大

人2,000円

◆申込受付期限／７月25日（火）

【問い合わせ・申し込み】

秋田県南工業振興会事務局

☎0187-32-2111内線2343まで

横手大会の参加者を募集
秋田県青少年音楽コンクール
　秋田県青少年音楽コンクール（ピ

アノ部門）の参加者を募集します。

詳しくはお問い合わせください。

◆参加資格／県内在住（出身者）で

25歳以下の方

◆日時／９月３日（日）午後１時30分～

◆会場／かまくら館（横手市）

◆参加費／4,000円

◆申込受付期限／７月31日（月）

【問い合わせ・申し込み】

横手芸術文化団体連盟 金沢さん

☎ 0182-33-3618まで

あきた女性政経ゼミナール
オープン講座
　日本の女性議員の状況や秋田県

の男女共同参画について考える、

市川房枝記念館の山口みつ子常務

理事を講師に迎えた講演会です。

◆日時／７月22日（土）午後１時

30分～４時

◆会場／秋田県中央男女共同参画

センター（秋田市アトリオン７階）

【問い合わせ・申し込み】

秋田県男女共同参画課

☎ 018-860-1556まで
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花火を詠んだ作品を募集
第２回全国誌上花火川柳大会
　花火を詠んだ作品をご応募くだ

さい。

　応募は１人２句までで、８月中

旬ごろ入選者を発表します。

◆募集期間／７月31日（月）まで

◆申し込み方法／はがき、ファッ

クス、メールに①氏名②住所③年

齢④職業⑤電話番号を記入し、

「のびのびらんど川柳係」まで申

し込みください。

◆申し込み先／〒014-0027 大仙

市大曲通町３ - ３（花火庵内）、

ファックス（0187-62-5696）、メー

ル（nobinobi@wine.plala.or.jp）

【問い合わせ】

のびのびらんど

☎ 0187-62-1091まで

大曲の花火に協力しませんか
花火大会一般アルバイト募集
　大曲商工会議所では、今年開催

される「第80回全国花火大会」の

桟敷入口で接客対応してくれるア

ルバイトを募集します。

◆応募資格／年齢19歳以上40歳

未満

◆日時／８月26日（土）午後１時

～10時

◆定員／40人

◆日当／10,000円（夕食付き）

※当日は動きやすい服装で来てく

ださい。

【問い合わせ・申し込み】

大曲商工会議所 木村さん

☎ 0187-62-1262まで

防犯・防災活動に助成します
まちづくり活動支援助成金
　県では、地域住民団体が取り組

む自主的な防犯・防災活動に経費

の一部を助成します。詳しくはお

問い合わせください。

◆対象／地域住民団体（町内会、

PTA、老人クラブなど）

◆助成金額／上限８万円

◆申込受付期限／７月24日（月）

【問い合わせ・申し込み】

秋田県安全・安心まちづくり

チーム☎ 018-860-1522まで
消防安全課

☎ 0187-63-1111内線234まで

ひとりで悩まないで
自殺予防「いのちの電話」
　自殺者の多くは誰にも相談でき

ずに亡くなっています。ひとりで

悩まず、匿名で相談できる「いの

ちの電話」にご相談ください。

◆期間／９月30日（土）までの正

午～午後９時まで

※日曜日は正午～午後６時まで。

【相談電話】

自殺予防いのちの電話

☎ 0120-915-508まで

８月はこの地域です
電気設備定期調査
　各家庭の電気設備を調査し、結

果をお知らせしています。

◆８月の調査対象／【大曲】大曲

花園町、中良野【西仙北】上野、

上雨堤（半導寺）【南外】平形、木

直、荒沢、釜坂

【問い合わせ】

東北電気保安協会大曲事業所

☎ 0187-63-4940まで

自主的な防犯・防災活動を応援します。

大曲の花火を桟敷席で楽しみませんか。

大曲の花火大会にお手伝いしませんか。

桟敷席の販売を開始します
第80回全国花火競技大会
　８月26日(土)に開催する、第

80回全国花火競技大会「大曲の

花火」の桟敷席販売を開始しま

す。購入は縦並びの番号順で１

人１種類10マスまで、領収書は

購入申込者名義で１枚のみの発

行となります。

　購入のため７月31日（月）午後

７時以前に商工会議所前に並ぶこ

とを禁止していますので、ねむの

き公園で待機をお願いします。

◆販売開始日時／８月１日(火)

午前８時30分

◆販売場所／大曲商工会議所

◆１マス料金／Ａ席 19,000 円

（定員６人）、Ｃ席10,000円（定員

５人）、Ｐ席5,000円（定員２人）

※Ｐ席は低空で開く花火などは

見えない席となっていますので、

ご了承ください。

【問い合わせ・申し込み】

大曲商工会議所

☎ 0187-62-1262まで

調査員が調査を行います
基準点測量作業
　国土交通省では、市内の人口

が集中している地区を対象に現

地調査と測量を行います。調査

のご協力をお願いします。

※調査員は国土交通省発行の身

分証を携帯しています。

◆調査対象／市内の人口集中地区

◆調査期間／10月２日（月）まで

【問い合わせ】

国土交通省東北地方測量部

☎ 022-295-8581まで

大仙市循環バスのデザインが変わります
　大曲駅やその周辺の公共施設を運行している循環バスのデザインが

「花火の街」のシンボルキャラクター「つつどん」・「たまちゃん」・

「はなちゃん」に変わります。

　新デザインでの運行開始は７月26日（水）午前９時の始発便を予定し

ています。お出かけの際はぜひご利用ください。

【問い合わせ】総合政策課☎ 0187-63-1111内線229まで
花火の街のシンボルキャラクターが
デザインされた循環バス。
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口語俳句・吉村良一の世界
「吉村銀童子回顧展」

　口語俳句で活躍した吉村良一氏

（俳号＝銀童子）の回顧展です。条

幅や色紙、短冊など約40点を展

示します。ぜひお越しください。

◆期間／７月25日（火）から29日

（土）までの午前９時～午後５時

◆会場／中仙市民会館展示ホール

【問い合わせ】

中仙市民会館 田口

☎ 0187-56-7200まで

進む少子、高齢社会を考える
みんなの集い

　小学生のボランティア体験発

表や修英高校福祉活動部による

歌と手品披露などを行います。

◆日時／７月26日（水）午後１時

～４時20分

◆会場／大曲仙北広域交流センター

◆参加費／無料

【問い合わせ】

秋田県高齢者介護支援協会・

大曲仙北支部

☎ 0187-63-2557まで

憲法講演会を行います
九条はどのように誕生したか

　元早稲田大学現代政治経済研
ゆき お

究所員の岩田行雄さんを迎えた

講演会です。

◆日時／７月29日（土）午後１時

30分～４時

◆会場／大曲仙北広域交流センター

◆入場料／無料

【問い合わせ】

大仙市九条の会

虻川さん☎ 0187-62-3327まで
板先さん☎ 0187-66-2711まで

ミュージカル公演「なんじょ
すっぺ、おらほの集落営農」

　集落営農に関するミュージカル

公演「なんじょすっぺ、おらほの

集落営農」を行います。

　入場には整理券が必要で、農林

振興課で配布しています。みなさ

んぜひご来場ください。

◆日時／８月６日（日）午後２時開演

◆会場／仙北ふれあい文化センター

◆入場料／無料（要整理券）

【問い合わせ・整理券配布場所】

各総合支所農林振興課

農林振興課☎ 0187-63-1111
内線244・245まで

共に生き、支え合う地域社会
大仙市社会福祉大会

　支え合う地域社会を考える社会

福祉大会です。式典や講演、アトラ

クションなどを予定しています。

◆日時／８月３日（木）午後１時

30分～４時

◆会場／大曲市民会館

◆参加費／無料

【問い合わせ】

大仙市社会福祉協議会

☎ 0187-63-0277まで

苦情解決をお手伝い
福祉サービス相談センター
　福祉サービスについての不満・

要望の苦情を聞き、解決へのお手

伝いをします。電話、面接での相

談を受け付けています。お気軽に

ご相談ください。

◆相談日時／月曜から金曜日まで

の午前８時30分～午後５時（土・

日曜日、祝日、年末年始を除く）

◆会場／社会福祉会館内（秋田市）

【問い合わせ・相談】

秋田県福祉サービス相談支援

センター

☎ 018-864-2726まで

ア
メ
デ
オ
・
モ
デ
ィ
リ
ア
ー
ニ
「
母
と
子
」

１
９
１
９
年
。

仙北農業チャレンジプラン
起業セミナー
　事業拡大や新たなビジネス展

開など、アグリビジネスに関する

講演会を行います。

◆日時／７月31日（月）午後１時

30分～３時30分

◆会場／大曲仙北広域交流セン

ター（大曲日の出町）

◆申込受付期限／７月24日（月）

※定員になり次第締め切ります。

【問い合わせ・申し込み】

仙北地域振興局農林企画課チャ

レンジプラン・生産振興班

☎ 0187-63-6111まで

リール近代美術館所蔵展
ピカソとモディリアーニの時代

　世界的に知られているフラン

スのリール近代美術館。作品が

大々的に公開されるのは日本で

初めてのことです。モダン・アー

トの饗宴をお楽しみください。

◆期間／７月22日（土）から８月

27日（日）までの午前９時30分～

午後５時

◆会場／県立近代美術館（横手市）

◆観覧料／一般800円、学生600

円、小中学生無料※８月27日は県

の記念日にちなみ無料公開します。

【問い合わせ】

秋田県立近代美術館

☎ 0182-33-8855まで

吉村銀童子の作
品／字の柔らか
さ、筆の強弱、絶
妙な文字の配列
などをご覧くだ
さい。
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（６/30現在）▼
近
ご
ろ
毎
日
雨
が
降
り
続
い
て
い
ま
す
。カ
ラ
ッ

と
し
た
青
空
を
し
ば
ら
く
見
て
い
な
い
気
が
・
・
・
。

こ
ん
な
天
気
ば
か
り
だ
と
写
真
も
思
う
よ
う
に
撮
れ

ず
、
空
模
様
が
恨
め
し
い
日
々
▼
と
こ
ろ
で
、
な
ぜ

今
の
時
期
を
「
梅
雨
」
と
言
う
の
で
し
ょ
う
か
？
気

に
な
っ
た
の
で
ち
ょ
っ
と
調
べ
て
み
ま
し
た
▼
結

果
か
ら
言
え
ば
、由
来
は
は
っ
き
り
し
て
い
な
い
そ

う
で
す
。
有
名
な
説
と
し
て
は
、
こ
の
時
期
は
湿
度

が
高
く
黴（
か
び
）が
生
え
や
す
い
こ
と
か
ら「
黴
雨

（
ば
い
う
）
」
と
呼
ば
れ
、
こ
れ
が
同
じ
音
の
「
梅
雨
」

に
変
わ
っ
た
と
い
う
説
。梅
の
実
が
熟
す
こ
ろ
だ
か

ら
と
い
う
説
。毎
日
雨
が
降
り
続
く
こ
と
か
ら「
毎
」

の
字
か
ら「
梅
」と
な
っ
た
説
。他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

説
が
あ
る
よ
う
で
す
▼
ち
な
み
に
梅
雨
は
東
ア
ジ

ア
地
方
に
だ
け
に
見
ら
れ
る
現
象
で
、中
国
で
は
日

本
と
同
じ
く
「
梅
雨
」
と
書
い
て
「
メ
イ
ユ
ー
」
、
台

湾
で
は
「
長
霖
」
と
書
い
て
「
チ
ャ
ン
マ
」
と
言
う

そ
う
で
す
▼
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な
が
ら
過
ご
し

た
、
雨
の
そ
ぼ
降
る
日
曜
日
。
ち
ょ
っ
と
博
学
に

な
っ
た
気
が
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　（
三
）

人　口　94,796 人  （－ 82）

　　男　44,987 人  （－ 50）

　　女　49,809 人  （－ 32）

世帯数　30,457世帯（＋ 10）




